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【学校名、学年】 新潟県糸魚川市立糸魚川中学校 ２年 
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「増税最悪…」私は生活をしている中でこの言葉を何度も聞いたことがあります。実際

私もそう思っていました。ですが、もし税金がなくなってしまったら、消費税を払う必要

がなくなるから、物が安くなる。家庭で自由に使えるお金が増えて、欲しいものを好きな

だけ買ってもらえる…本当にそんな風になるのでしょうか。今は、救急車を呼べば無料で

運んでもらえ、私たちが日々歩いている道はとてもきれいに整備されている。これらは、

すべて税金のおかげで成り立っています。もし税金がなかったらお金を払わないと病院ま

で運んでもらえない。薬を買うにも今の何倍もの値段がかかってしまう。学校に通うにも

道はボロボロ。信号機もなくなり、交通事故が毎日のように起きてしまいます。それでも

税金のない方が幸せなのでしょうか。私たちの日々の暮らしは税金によって支えられてい

ます。町がきれいなのも、学校に安心して通えているのも全て私たちの親や働く人たちが

税金を納めてくれるおかげで私たちは今まで通りの生活を送ることができています。 

 

日本では「教育を受けさせる義務」「勤労の義務」「納税の義務」が国民の義務として憲

法で定められています。ですが、そもそも税金の制度がなければ働きに出るにも道の整備

ができていなければ会社にたどりつくことすらできない。教科書代や授業料を自分たちで

負担しなくてはいけないため、お金の関係上子供を通わせたくても通わせられないという

家庭が増え、満足な教育を受けることができなくなってしまいます。文字も書けない読め

ない、計算もできないとなると安定した収入を得られない。そうなるとまた、子供を学校

に通わせられなくなるという負のループがおきて日本という国は崩壊してしまいます。 

 

 だから、私たちは今ある当たり前を当たり前とせず、勉強をしっかりと行ったり、受け

るべき授業を真面目に受けたりすることで税金を無駄にしなくて済むと思います。 

 

 これから私たちは少しずつ大人に近づいていきます。私たちは支えられる番から次は支

える番にならなくてはいけない。今は年金を支払うことに文句を言う大人もいるが、年金

をもらっている今の大人の人たちに小学生や中学生の頃に支えてもらっていた。だから私

たちは税金に関心を持ち続け、今できる最大限のことをするべきです。私は中学生でまだ

税金に対して浅はかな知識しかないから、日々勉強をし、社会に出て働き納税をしたい。

また自分より年下の人たちに、納税の義務の大切さを伝え納税のバトンを受け継いでいき

たいです。 


